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た
。

　

背
景
の
一
つ
に
、
少
子
化
で
受
験
競
争
が
緩
和
す

る
な
か
で
、
現
在
の
教
育
が
学
習
意
欲
を
十
分
に
引

き
出
せ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
。
放
課
後
も
含
め

子
ど
も
が
自
発
的
に
学
ぶ
力
と
意
欲
を
育
む
こ
と
が

大
切
だ
。
同
省
が
進
め
て
い
る
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
作
業
の
中
で
も
重
点
的
に
議
論
し
て
ほ
し
い
。

　

デ
ジ
タ
ル
機
器
を
遊
び
で
は
な
く
学
習
に
使
う
こ

と
も
従
来
以
上
に
教
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

家
庭
で
も
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
と
の
節
度
あ
る
接
し
方

を
子
ど
も
と
一
緒
に
考
え
た
い
。

　

学
力
の
低
下
幅
は
家
庭
の
経
済
力
が
低
い
と
み
ら

れ
る
層
ほ
ど
大
き
か
っ
た
。
教
育
格
差
の
拡
大
を
重

く
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

分
数
や
割
合
と
い
っ
た
、
基
礎
的
だ
が
理
解
が
難

し
い
事
項
の
定
着
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
な
い
か
、

学
校
現
場
は
再
点
検
し
て
ほ
し
い
。
学
習
に
つ
ま
ず

き
の
あ
る
児
童
生
徒
が
学
び
直
せ
る
時
間
も
意
識
的

に
確
保
す
べ
き
だ
。

  　
　
　
　

8
月
18
日　

日
本
経
済
新
聞 

社
説
よ
り

　

18 期生で慶応大から三菱重
工（神戸）の新田智徳君が
今年３度目の釧路です。山
の猿で一緒に晩ご飯です。

7/25 からの夏期講座のようす　

「 

学 

力 

低 

下 

に 

危 

機 

感 

を 

持 

と 

う 

！ 

」

　

小
中
学
生
の
学
力
低
下
が
国
の
調
査
で
確
認
さ
れ

た
。
勉
強
離
れ
や
教
育
格
差
の
拡
大
な
ど
気
が
か
り
な

傾
向
も
出
て
い
る
。
確
か
な
学
力
の
保
障
は
社
会
の
安

定
や
持
続
的
な
成
長
の
土
台
に
な
る
。
国
や
学
校
現
場

は
危
機
感
を
持
っ
て
回
復
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

　

調
査
は
24
年
度
に
行
わ
れ
た
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
（
全
国
学
力
テ
ス
ト
）
だ
。
小
学
6
年
生
の
国
語

と
算
数
、
中
学
3
年
生
の
国
語
、
数
学
、
英
語
の
う
ち

数
学
以
外
の
ス
コ
ア
が
下
が
っ
た
。「
ゆ
と
り
教
育
」

の
見
直
し
後
、
こ
れ
だ
け
顕
著
な
学
力
低
下
が
見
ら
れ

た
の
は
初
め
て
だ
ろ
う
。

　

文
部
科
学
省
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
る
授

業
の
制
約
が
一
因
と
み
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
は
ず
だ
。
結
果
を
精
緻
に
分
析
し
課
題
や
改
善
点
を

洗
い
出
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

見
逃
せ
な
い
の
は
学
習
意
欲
の
低
下
だ
。
小
6
、
中

3
と
も
学
校
外
の
勉
強
時
間
が
減
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
ゲ
ー
ム
に
使
う
時
間
が
増
え
て
い
る
。
中
3
で
は

平
日
の
勉
強
時
間
が
1
時
間
未
満
と
い
う
生
徒
が
40
％

に
上
り
、
21
年
度
の
前
回
調
査
か
ら
9
ポ
イ
ン
ト
増
え

高校入試まで 185 日！

29 期生で江南から札幌の歯
科衛生士の学校へ進んだ成
瀬 和さん。来春卒業です。
国家試験に向けて頑張りま
すって！

30 期生で湖陵から市立看護
学校へ進んだ高橋聖奈子さ
ん、国家試験に合格後は養
護教員目指して大学へ行く
そうです！

27 期生で高専から、いま豊
橋技科大学院２年の村上渚
君来年は就職。９月初旬か
らモンゴルへ行くそうです。

26 期生で湖陵から教育大で
今年の春、小 3 からの夢だっ
た支援の先生として清田南
小学校に赴任しました！

22 期生で高専から豊橋技科
大学院を経て現在は眼科医
療器のニデックで勤務する
斗内凌平。起業志望です！

　いつも差し入れやおみやげをありがとうございます。

　

小
中
学
生
の
学
力
低
下
が
進
む
中
で
生
成
Ａ
Ｉ
は

驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
進
化
し
て
い
ま
す
。
先
ご
ろ

発
表
さ
れ
た
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
ｇ
ｐ
ｔ
5
は
博
士
レ
ベ
ル
で

東
大
医
学
部
に
も
合
格
す
る
能
力
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
前
ま
で
は
「
Ａ
Ｉ
は
単
純
労
働
を
奪
う
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
は
真
逆
の
現
象
を
突
き
つ
け
て
い
ま

す
。
む
し
ろ
Ａ
Ｉ
が
代
替
し
始
め
て
い
る
の
は
、
高

度
な
教
育
を
受
け
、
高
い
報
酬
を
得
て
き
た
知
的
エ

リ
ー
ト
の
仕
事
で
す
。

　

弁
護
士
や
公
認
会
計
士
、
税
理
士
、
研
究
者
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
・
・
・
。

「
人
間
の
知
性
の
砦
」
と
考
え
ら
れ
て
き
た
領
域
が
、

い
ま
や
崩
れ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
仕
事
の

一
部
が
Ａ
Ｉ
に
置
き
換
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。   

　
「
学
歴
の
優
位
性
」
は
Ａ
Ｉ
に
吸
収
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。

  

学
び
の
成
果
と
し
て
得
た
論
理
力
や
知
識
は
、
も
は

や
Ａ
Ｉ
の
方
が
速
く
正
確
に
実
行
で
き
る
の
で
す
。

　

学
歴
を
前
提
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
設
計
そ
の
も
の
が

揺
ら
ぎ
始
め
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
知
識
や
学
力
は
Ａ

Ｉ
に
か
な
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
と

言
っ
て
知
識
や
学
力
が
必
要
な
い
と
い
う
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

今
か
ら
5
年
先
、
10
年
先
は
大
変
な
格
差
社
会
に

な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。Ａ
Ｉ
に
出
来
な
い
仕
事（
直

接
人
に
関
わ
る
医
療
系
の
仕
事
）
や
技
術
職
（
高
専

か
ら
大
学
）
に
就
く
こ
と
。
そ
し
て
、
積
極
的
に
Ａ

Ｉ
を
使
い
こ
な
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。　

　

２
０
４
５
年
問
題
と
言
わ
れ
て
い
る
人
工
知
能
が

人
間
の
脳
に
追
い
付
く
と
い
う
状
態
は
20
年
後
で
は

な
く
、
今
の
Ａ
Ｉ
の
進
化
の
ス
ピ
ー
ド
を
見
て
い
る

と
本
当
に
近
い
将
来
そ
う
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！

　

ゲ
ー
ム
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
熱
中
し
て
い
る
場
合
で
は
！

　暑い日が続いてエアコンが壊れました　8/8 に新しいのが

　あまりにも暑いので 8/10，11 の道コンはエアコンのある教室で実施しました

道コンの見直しです！（上４枚）



　　　　
　「1 人でいたい人」も「集団でいたい人」も、その間の人も、すべての存
在を認める。それは必ずしも“仲良く”を意味しません。むしろ距離感を
保ちながら安全に共存できる関係こそが、多様性を認めるということです。
戦時中の日本が失敗したのは、異質な存在を認めなかったことです。戦後
の教育でも、大人の安心や国家の都合のために子どもを均一化し、その結
果、社会は硬直化しました。教室でも同じ轍を踏むべきではありません。
今の教育は子どもが健やかに生きるためにあるべきです。
　そのためには、教師が意図的に「多様な組み合わせ」を設計する必要が
あります。例えば班編成や席替えでは、複数の価値観や性格が混ざるよう
にします。同時に、役割分担では全員が自分の得意分野を発揮できるよう
配慮します。
　こうした工夫は、好き嫌いを越えて成果を出す経験につながり、子ども
たちに「いろんなタイプの人と関わることが大切だ」という実感を与えま
す。その感覚は、将来どんな環境に置かれても他者と協働できる力の土台
になります。

「仲良くできない」も大切な学び
　子ども同士がもめたり、グループができたりすると、つい「仲良くさせ
なければ」と介入したくなるのが大人の心理です。しかし、それは多くの
場合、大人側の安心を満たすための行為にすぎません。
　私が以前担任したクラスでは、班替えのたびに「○○さんとは一緒がい
い」「あの子とは組みたくない」という声が出ました。そのときは、「仕事
では組みたい人と一緒にできないのは、普通のこと。学校は社会の練習の
場でもある。何事も経験だよ」と説明し、あえてランダムに編成しました。
最初は不満げだった子どもたちも、時間が経つと互いの得意分野を生かし
て役割を分け合い、意外な組み合わせが成果を出す場面も見られました。
　私は常々子どもたちに、こう伝えています。

「苦手なら距離をとってもいい。でも悪口や仲間外れは違う」
「自分が 100 点満点で満足しているとき、陰で誰かが哀しんでいると思っ
たほうがいい」
　必要なのは、仲が良いか悪いかには関係なく、必要な場面で協働できる
ようにしていくことではないでしょうか。
　これは社会人の仕事と同じです。もし学校が「仲良くしなさい」だけを
教え続ければ、将来、対立や価値観の違いに直面したときに立ちすくむ大
人を生みかねません。「仲良くできない」状況にどう対処するかを学ぶこ
とこそが、現実社会を生き抜く力になります。
　「仲良くしなさい」という言葉に悪意はありません。しかし、その“善意”
が子どもを追い詰めることもあります。戦争を経験した世代が異論を封じ
る怖さを知っているように、教室でも同じ過ちを繰り返してはなりません。
目指すべきは「誰とでもゆるくつながれる」関係性です。教室での共存の
練習は、そのまま社会で異なる文化や価値観を持つ人と関わる力になりま
す。戦争のない時代を生きる私たちは、その平和を維持する術を次の世代

に手渡す責任があります。
　形だけの仲良しではなく、違いを受け入れたうえで
の協力こそが、本当の意味での「やさしさ」だと信じ
ています。子どもが安全に意見を異にし、距離を置き
ながら共存できる――それこそが現代教育における“や
さしさ”であり、平和を守るための小さな礎なのです。
　　　　　　　　執筆：千葉県公立小学校教員 松尾英明

松尾英明（まつお・ひであき）　千葉県公立小学校教員　「自治的学級づくり」を中

心テーマに千葉大附属小などを経て研究し、現職。単行本や雑誌の執筆のほか、全

国で教員や保護者に向けたセミナーや研修会講師、講話などを行っている。

学級づくり修養会「HOPE」主宰。ブログ「教師の寺子屋」主催。著書に『不親切

教師のススメ』『不親切教師はかく語りき』（ともにさくら社）　（写真：松尾氏提供）

東洋経済 education × ICT 編集部　2025/08/16
　まさにこの先生の言う通りです。「みんな仲良く」は理想であり幻想に
すぎません。社会に出るといろんな人がいて、いろんな価値観があります。
　皆さんが社会人となる頃にはホワイトカラーの仕事の多くが AI に代替
されている可能性が非常に高いと言われています。みんな仲よくではなく
自分の人生を豊かにするにはＡＩも活用し「共感」「協働」「感情コントロー
ル」「生き方を考える」ことがとても大事なことです。

戦 時 教 育 の 名 残 ｢ み ん な 仲 良 く ｣ が 子 を 追 い 込 む
仲 が 悪 く て も い い ｢ 教 室 で 共 存 の 練 習 ｣ を

好き嫌いを超えて協働できる力が求められる
 「みんなと仲良くしなさい」。家庭、学校に限らず、子どもの生活におい
てあらゆる場面で耳にする言葉だ。しかし、本当にそれは子どもにとって

“正しい教え”なのか。「みんなと仲良く、なんてしなくていい」と、現役
小学校教師である松尾英明氏はあえて言い切る――。戦争と平和を考える
この時期だからこそ、「同調圧力」との距離の取り方、多様性が尊重され
る社会で子どもたちがこれからを生きていくために必要なことを松尾氏に
考えてもらった。

「みんな仲良く」は幻想にすぎない
　小学校は、「同じ地域の同年齢」という偶然により半強制的に集められ
ただけの集団です。現実の教室には、性格も価値観も相性もまったく違う
子どもたちが集まっています。
そんな多様な人間の集まりで「みんな仲良く」などというのは、どだい無
理な話です。「仲良くしなさい」と命じれば、摩擦や不信感を抱く関係ま
でも“仲良し”の仮面で覆い隠すことになります。そんな都合のいいこと
ができるはずがありません。表面は笑顔でも水面下では不満や反発が蓄積
し、陰湿な関係悪化に発展することもあります。
　この「みんな仲良く」という言葉は、一見平和的ですが、実は強烈な同
調圧力を内包しています。8 月 15 日の終戦の日を迎えるたびに思い出すの
は、かつての日本社会も異なる意見を許さない空気が戦争を加速させたと
いう事実です。小さな教室にも、その縮図は今も存在します。
　戦時中の学校では、朝礼で同じ歌を歌い、同じ方向を向き、同じ言葉を
声をそろえて唱えることが日常でした。そこでは「違う考えを持つこと」
自体が危険視され、子どもたちは自分の本音を押し殺すことを覚えていき
ました。現代の「仲良く」の強制には、この“そろえる教育”の影が色濃
く残っているように感じます。
必要なのは「仲良く」ではなく「共存」
　「仲良くなれたらすばらしい」という気持ちは否定しません。しかし、
現実的に子どもたちに求めるべきは、「好き嫌いを超えて協働できる力」
です。
　例えばかつての私のクラスで、何かにつけて気が合わず、トラブルにな
る 2 人の男子と女子がいました。休み時間には距離を置き、必要最低限の
会話しかしない関係です。
　しかし、体育でたまたま同じチームになったとき、私はあえて別の子と
入れ替えず、そのまま進めてみました。球技の得意なこの男の子のほうは、
苦手な女の子に何かと教えてサポートしたり、ゲーム中には積極的にパス
したりしています。そしてゲームに勝ったときには、一緒になって喜ぶ姿
を見せていました。
　お互いを「好き」にはならなくても、必要な場面で力を合わせる経験は
できます。この「必要なときに協働する力」こそ、将来の社会で不可欠です。
好きな相手がいてもよいのと同様、嫌いな相手がいてもよいのです。ただ
し、だからといってやたらとそれを主張したり、差別行為をしたりしてい
いというわけではありません。
　この考え方は、戦時中の「国民は一つ、心を合わせよ」という教育とは
真逆です。当時は異なる考え方を排除し、従わない者を非国民と呼びまし
た。
　その反省から、戦後の教育は自由と多様性を尊重する方向に進んだはず
です。しかし現場では、形を変えた同調圧力――「仲良く」という名の強
制が今なお残っています。
　実際、私もかつて休み時間に必ず「みんなでドッジボール」をするのが
恒例になっている時期がありました。一見、仲が良く見える光景ですが、
運動が苦手な子やボールが怖い子にとっては地獄の時間です。「やらない」
という選択をすると、「ノリが悪い」「協調性がない」といった視線が向け
られ、断れない雰囲気が生まれます。
　こうした“全員参加”の空気は、仲良く強制と同じ構造を持ち、無意識
のうちに子どもを追い詰めてしまいます。私はこの経験から、物理的にも
心理的にも距離や選択肢を確保することの大切さを痛感しました。
多様性を認めるということは、多様性を認めないという考えの人の存在も
認めるということです。


